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ChatGPT 4o 

共有する 

 

あなた: 

20241219_JPA.pdf 

PDF 

要約してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

要約を作成いたしますので、少々お待ちください。 

アップロードされた『日中韓連携知的財産シンポジウム』の要約は以下の通りです。 

 

イベント概要 

• 名称: 日中韓連携知的財産シンポジウム 

• 主催: 特許庁、日本知財学会、日本弁理士会 

• 日程: 2024 年 12 月 19 日（木） 13:00～17:10 

• 会場: 東京大学 伊藤国際学術センター 伊藤謝恩ホール 

 

共通テーマ 

特許の審査・サーチにおける AI の活用 

AI 技術が特許審査やサーチにどのように応用されているか、また今後の可能性につ

いて議論が行われる。 

 

主な内容 
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1. AI の特許審査・検索への適用状況 

o 各国（日本・中国・韓国）の特許庁における AI 技術の導入状況の紹

介。 

2. AI と特許法の視点 

o AI 技術を適用するにあたり、特許法の観点からの課題や展望。 

3. パネルディスカッション・Q&A 

o 専門家によるパネルディスカッションや質疑応答を通じて、具体的な AI

活用事例や今後の展望について意見交換。 

 

参加者: 知的財産専門家、特許庁関係者、研究者など。 

目的: AI 技術を活用することで、効率的かつ高度な特許審査・検索を実現し、日中韓

の協力体制を強化する。 

4o 

あなた: 

五十嵐康弘氏（特許庁 審査第一部 調整課審査企画室 企画調査官）の報告をステ

ップバイステップで説明してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

五十嵐康弘氏（特許庁 審査第一部 調整課審査企画室 企画調査官）の報告につい

て、ステップバイステップで説明します。 

 

1. 報告のテーマ 

五十嵐康弘氏の報告テーマは、**「特許審査および検索における AI の活用」**で

す。特許庁の実務における AI 技術の導入状況とその効果について報告しています。 

 

2. AI 導入の背景と目的 
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• 背景: 

特許出願件数の増加に伴い、審査業務の効率化と精度向上が求められてい

る。 

• 目的: 

o AI を活用することで特許審査・検索の作業負担を軽減する。 

o 高度な AI サーチにより、より網羅的で正確な先行技術調査を実現す

る。 

 

3. 導入されている AI 技術の概要 

1. 機械学習・ディープラーニングの活用 

o 特許分類やテキストマイニングにおける AI モデルの活用。 

2. 自然言語処理（NLP） 

o 出願書類や先行技術文献の自動分類および関連性評価に使用。 

3. 画像認識 AI 

o 図面や画像データの類似性検索の効率化。 

 

4. 特許審査業務における具体的な AI 活用事例 

1. 先行技術文献の自動検索システム 

o 出願内容に基づいて AI が関連する先行技術文献を自動的に提案。 

o 審査官の検索時間を大幅に削減。 

2. 自動分類システム 

o 出願内容を AI が解析し、自動で適切な特許分類（IPC 等）を割り当て。 

3. 図面検索の効率化 

o 画像認識技術により、図面の特徴を検出し、類似する図面を迅速に特

定。 

 

5. AI 導入の効果 

1. 効率化 

o 審査官の作業時間の短縮と業務効率の向上。 
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2. 精度向上 

o 先行技術調査の網羅性と精度が向上し、審査の質が高まる。 

3. 一貫性 

o 人的要因による審査のばらつきを抑え、一定水準の審査を維持。 

 

6. 今後の展望と課題 

1. さらなる AI 技術の高度化 

o AI の性能向上により、より複雑な出願内容にも対応可能に。 

2. AI と人間の協働 

o AI が提案した検索結果や分類を最終的に審査官が確認・判断するハ

イブリッド体制の維持。 

3. 課題 

o AI 技術の透明性・説明可能性の確保。 

o データセットの偏りや更新に関する問題。 

 

まとめ 

五十嵐康弘氏の報告は、特許審査業務に AI を導入することで効率化と精度向上を

図りつつ、今後の技術進展に伴う展望と課題について触れた内容です。 

4o 

あなた: 

彭学龍氏（中南財経政法大学 知識産権研究センター 主任・教授）の報告をステップ

バイステップで説明してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

彭学龍氏（中南財経政法大学 知識産権研究センター 主任・教授）の報告について、

ステップバイステップで説明します。 
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1. 報告のテーマ 

彭学龍氏の報告テーマは、**「中国における AI 活用と特許審査・検索の現状および

課題」**です。中国特許庁や研究機関における AI 導入の現状とその成果、今後の

課題について詳述しています。 

 

2. AI 導入の背景と目的 

• 背景: 

中国では特許出願件数が急増しており、審査効率化と品質向上が喫緊の課

題となっている。 

• 目的: 

o AI 技術を導入し、特許審査や検索業務の効率化を図る。 

o 迅速かつ正確な審査を行い、イノベーション促進を支援する。 

 

3. AI 活用の現状 

1. 自動化された特許分類システム 

o 特許出願書類を AI が解析し、自動で IPC や CPC などの分類コードを

付与。 

o 高い精度で分類が行われており、審査官の負担を軽減。 

2. AI による先行技術検索 

o AI が自然言語処理（NLP）を用いて、出願内容と類似する先行技術文

献を自動で検索。 

o これにより、検索時間が短縮され、検索漏れのリスクが低減。 

3. 画像認識 AI の活用 

o 図面や意匠の類似性を AI が判定し、効率的な調査が可能に。 

 

4. 具体的な事例と成果 

1. 特許審査業務の効率化 
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o 特許分類や先行技術調査が AI によって自動化され、審査官がより高

度な判断に集中できる環境が整備。 

2. AI 検索ツールの導入 

o 中国国家知識産権局（CNIPA）は、AI 検索ツールを導入し、過去の膨

大な特許文献から関連性の高い文献を瞬時に特定。 

3. 審査品質の向上 

o AI 活用により、網羅的かつ一貫性のある審査が可能になり、品質向上

に貢献。 

 

5. AI 活用における課題 

1. データの質と量 

o AI の精度向上には大量かつ高品質なデータが必要。特許文献データ

の整理や更新が重要。 

2. AI の説明可能性 

o AI が行う検索や分類の判断過程が不透明であるため、審査官が納得

できる説明可能性（Explainable AI）が求められる。 

3. 国際協力の必要性 

o 日中韓など国際的な連携により、AI 技術の向上や標準化を図ることが

重要。 

 

6. 今後の展望 

1. AI と人間の協働 

o AI は審査業務を支援するツールとして位置づけ、最終判断は審査官

が行うハイブリッド型審査の推進。 

2. さらなる AI 技術の発展 

o ディープラーニングや自然言語処理のさらなる進化により、審査・検索

の精度向上が期待される。 

3. 国際的な協力と調和 

o 日中韓などの特許庁間で AI 活用に関する情報共有や協力を進め、知

財システムの効率化を図る。 
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まとめ 

彭学龍氏の報告は、中国における AI 技術の特許審査・検索への導入状況とその成

果を示し、AI 活用の課題や国際協力の重要性について言及した内容です。 

4o 

あなた: 

Lee Chang Kyo 氏（韓国特許庁 産業財産情報システム課）の報告をステップバイス

テップで説明してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

Lee Chang Kyo 氏（韓国特許庁 産業財産情報システム課）の報告について、ステッ

プバイステップで説明します。 

 

1. 報告のテーマ 

Lee Chang Kyo 氏の報告テーマは、**「韓国における AI を活用した産業財産情報シ

ステムの現状と今後の展望」**です。韓国特許庁（KIPO）での AI 技術を活用した産

業財産情報システムの取り組みや今後の方向性について説明しています。 

 

2. AI 導入の背景と目的 

• 背景: 

韓国でも特許出願件数が増加しており、特許審査や検索業務の効率化が求

められている。 

• 目的: 

o 産業財産情報システムに AI を導入し、迅速かつ正確な特許情報検索

を実現する。 

o 審査官や一般利用者が効率よく情報を取得できるシステムを構築す

る。 
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3. AI を活用したシステムの概要 

1. AI 検索エンジンの導入 

o 特許文献や技術文書を AI が解析し、高精度で関連性の高い情報を検

索するエンジンを導入。 

2. 自然言語処理（NLP）技術 

o 出願書類や技術文献を自然言語処理で解析し、検索精度を向上。 

3. 類似技術検索システム 

o 出願内容と類似する先行技術や文献を AI が自動で抽出し、審査官に

提案するシステム。 

 

4. 具体的な活用事例 

1. 先行技術調査の自動化 

o AI が出願内容を基に、関連する先行技術文献を自動的に提示し、審

査官の検索時間を削減。 

2. 画像認識による意匠検索 

o 意匠出願において、AI がデザインの特徴を識別し、類似するデザイン

を効率的に検索。 

3. AI 翻訳サービス 

o 韓国語と英語をはじめとした多言語の特許文献を AI が自動翻訳し、

国際的な情報共有を促進。 

 

5. システム導入の効果 

1. 検索時間の短縮 

o AI 検索により、審査官の検索業務が大幅に効率化し、作業時間が短

縮。 

2. 検索精度の向上 

o 従来のキーワード検索よりも、文脈や技術内容を考慮した高精度な検

索が可能。 

3. 利便性の向上 
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o 特許情報の取得が容易になり、審査官だけでなく、一般の技術者や企

業も活用しやすくなった。 

 

6. 今後の展望と課題 

1. AI 技術の高度化 

o ディープラーニングの活用をさらに進め、より高度な検索・分類機能の

開発を目指す。 

2. システムのユーザビリティ向上 

o 利用者のニーズに応じたシステムの改善や、新機能の追加。 

3. 国際協力 

o 日中韓の特許庁が連携し、AI 技術に関する情報共有や標準化を推

進。 

4. データの品質管理 

o AI が学習するためのデータの質と量を確保し、バイアスの排除を目指

す。 

 

まとめ 

Lee Chang Kyo 氏の報告では、韓国特許庁が AI を導入した産業財産情報システム

の概要と具体的な活用事例、今後の展望について説明しました。AI 技術によって特

許審査・検索が効率化され、国際協力によるさらなる発展が期待されています。 

4o 

あなた: 

共通テーマ「特許の審査、サーチにおけるＡＩの活用」で、日中韓の 3 名が報告しまし

たが、それぞれの発表を比較検討してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 
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日中韓の 3 名の報告者による「特許の審査、サーチにおける AI の活用」に関する発

表を比較検討します。それぞれの発表内容を以下のポイントで整理し、違いや共通

点、特徴を明らかにします。 

 

1. 発表者と所属 

• 日本: 五十嵐康弘氏（特許庁 審査第一部 調整課審査企画室 企画調査官） 

• 中国: 彭学龍氏（中南財経政法大学 知識産権研究センター 主任・教授） 

• 韓国: Lee Chang Kyo 氏（韓国特許庁 産業財産情報システム課） 

 

2. AI 活用の現状 

国 AI 導入の特徴 

日

本 

特許分類、先行技術検索、図面認識に AI を導入し、業務効率化と品質向上を

図る。 

中

国 

特許分類と先行技術検索に AI を広範囲に導入し、特許出願件数増加への対

応を強化。 

韓

国 

産業財産情報システム全体に AI を導入し、審査官および一般利用者向けの

検索支援を重視。 

 

3. 具体的な AI 活用事例 

国 具体的な活用事例 

日本 

- 先行技術文献の自動検索システム 

- AI による自動分類 

- 画像認識 AI による図面検索 

中国 

- 自動分類システム 

- NLP による先行技術検索 

- 画像認識による意匠検索 
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国 具体的な活用事例 

韓国 

- AI 検索エンジン導入 

- AI 翻訳サービス 

- 画像認識による意匠・技術文献検索 

 

4. 導入効果 

国 主な効果 

日本 

- 審査官の作業時間短縮 

- 審査品質向上 

- 検索の一貫性確保 

中国 

- 審査効率向上 

- 網羅的な先行技術調査 

- 審査官の負担軽減 

韓国 

- 検索時間の大幅削減 

- 一般利用者向けの利便性向上 

- 高精度な翻訳と情報共有 

 

5. 今後の展望と課題 

国 今後の展望 課題 

日本 
- AI 技術のさらなる高度化 

- 人間と AI の協働の深化 

- AI の説明可能性確保 

- データセットの偏り防止 

中国 
- AI の高度化による審査精度向上 

- 国際協力の強化 

- データ品質の向上 

- AI 判断過程の透明性 

韓国 
- AI 検索システムのユーザビリティ向上 

- 国際標準化の推進 

- データの質と量の確保 

- AI システムの継続的な改善 

 

6. 比較・分析のポイント 

1. AI 導入の範囲 

o 日本: 主に特許審査官向けの業務効率化に特化。 

o 中国: 広範囲な AI 適用とデータ品質の向上に注力。 
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o 韓国: 産業財産情報システム全体を AI で支え、一般利用者にも対

応。 

2. 焦点の違い 

o 日本は、特許審査の質と効率向上を中心に AI を導入。 

o 中国は、大量の特許出願への対応として AI の自動分類・検索に力を

入れる。 

o 韓国は、システム全体の利便性向上や多言語対応も含め、包括的な

AI 活用。 

3. 共通点 

o いずれの国も AI の活用で特許審査・検索業務の効率化と品質向上を

目指している。 

o AI と人間の協働体制の重要性を強調し、最終判断は審査官が行う方

針。 

4. 課題 

o AI 判断の透明性と説明可能性は 3 カ国共通の課題。 

o データの質と量の確保、国際協力と標準化が今後の重要なテーマ。 

 

まとめ 

日中韓それぞれの報告は、AI を活用した特許審査・検索システムにおいて、各国の

事情に合わせた独自の取り組みが見られました。 

• 日本は審査業務の効率化と精度向上。 

• 中国は広範な AI 適用とデータ品質向上。 

• 韓国はシステム全体のユーザビリティと情報共有の強化。 

今後、国際的な協力によって、さらに効率的で質の高い特許審査システムの構築が

期待されます。 

4o 
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